
【参考資料１】
申請パターンの例

いずれのパターンにおいても３コースすべて設置されていることが原則

１．単独申請の場合

（例１）１大学で３コースすべてを設定

専門のｺ･ﾒﾃﾞｨｶﾙ養成コース
（看護師）

医学研究科（Ｄ）

Ａ大学

専門医師養成コース
（放射線、化学療法、

(緩和ケアを含む)）

専門医師等の研修コース
（インテンシブコース）

看護学研究科（Ｍ）

専門のｺﾒﾃﾞｨｶﾙ養成コース
（看護師）

医学研究科（Ｄ）

Ａ大学

専門医師養成コース
（放射線、化学療法、
（緩和ケアを含む））

専門医師等の研修コース
（インテンシブコース）

看護学研究科（Ｍ）

単
独
申
請

連携
地域の医療機関等

連携
地域の医療機関等

２．共同申請の場合

（例２）３コースすべてを設定している大学と一部のコースを設定している大学が連携

医学研究科（Ｄ）

Ａ大学

薬学研究科（Ｍ）

専門医師養成コース
（放射線（緩和ケアを含む））

専門のｺﾒﾃﾞｨｶﾙ養成コース
（薬剤師）

専門医師等の研修コース
（インテンシブコース）

連携医学研究科（Ｄ）

Ｂ大学

専門医師養成コース
（化学療法（緩和ケアを含む））

共
同
申
請

連携
地域の医療機関等

連携

地域の医療機関等



（例３）複数大学で３コースを分担して設定

共
同
申
請

連携

医学研究科（Ｄ）

Ａ大学

連携

専門医師養成コース
（放射線、化学療法、
（緩和ケアを含む））

専門医師等の研修コース
（インテンシブコース）

連携

Ｂ大学

地域の医療機関等
医療技術系研究科（Ｍ）

専門のｺﾒﾃﾞｨｶﾙ養成コース
（医学物理士）

地域の医療機関等

（例４）１大学で３コースを設定している大学同士が連携

専門のｺﾒﾃﾞｨｶﾙ養成コース
（看護師）

連携

医学研究科（Ｄ）

Ａ大学

専門医師養成コース
（放射線（緩和ケアを含む））

専門医師等の研修コース
（インテンシブコース）

看護学研究科（Ｍ）

地域の医療機関等

共
同
申
請

専門のｺﾒﾃﾞｨｶﾙ養成コース
（薬剤師）

医学研究科（Ｄ）

Ｂ大学

専門医師養成コース
（化学療法（緩和ケアを含む））

専門医師等の研修コース
（インテンシブコース）

薬学研究科（Ｍ）

連携

連携
地域の医療機関等


